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プロジェクトスタート時のコンセプト

「学び」そのものだけでなく、学校というシステムを変えていく

10年後の学校を3年後には実装する

外部からでなく、産官学民がワンチームとなって、内部から変えていく



成果の方向性～学校教育を構成しているのは？

上記を規定する制度等

教育と学習
（内容と方法）

人
（教育者と学習者）

環境
（ソフトと設備）



成果の方向性～学校教育の内容を決定しているのは？

学校教育は
全国の学校において
全員に対して

公平に行われなければならない

現状の「人」と「環境」で実装可能な教育しかできない



成果の方向性

①先導的な教育の提案

②「①」を公立学校において実現できる「人」と「環境」
とそれを規定している「制度」の整備のモデルの提案

各チームで上記の2つの方向性の成果物を
今年度中に形にしていく



現場教員（practitioner）と企業と行政（distributor）と研究者（developer）との
共創コミュニティを形成し、未来の学校を創造する実践的な研究開発

「未来の学校 みんなで創ろうPROJECT」は10年後の学校を3年後に実装することを目標に、東京学芸大学附属竹早学校区を中心
に展開されている東京学芸大学教育インキュベーションセンターのプロジェクトです。

研究者と普及者と実践者を一つの共創チームに

〇研究、普及、実践を乖離させずに、一つのチームをつくって、
実践的に研究開発を進める。

〇参加に関して金銭発生させず、参加してもらう（人的ソ
リューションの提供）こと優先する。

〇附属学校で開発したソリューションを公立学校に普及する
というやり方ではなく、公立学校と同時多発的に実践研究を
行う。

〇大企業・中小企業・スタートアップ・非営利等、多様な30以上の法人が
参加

〇岩手県山田町教育委員会・岡山県津山市教育委員会・福島県矢祭町教
育委員会・宮崎県延岡市の4市町村が参加

〇客員准教授４名、共同研究員2名の称号付与



複数地域同時進行 → 全国への普及

X

竹早

岩手県
山田町

X
岡山県
津山市

竹早でモデルを創り、
他地域に普及していくのではなく、

「未来の学校」を実践的に研究開発しながら、
「学校を変える」プロセスのモデルを、
公立学校と協働で構築していく。

公立学校からもプロジェクトがスタートさせる



成果主導型でなく、「好き」駆動型

「未来の学校 みんなで創ろうPROJECT」は10年後の学校を3年後に実装することを目標に、東京学芸大学附属竹早学校区を中心
に展開されている東京学芸大学教育インキュベーションセンターのプロジェクトです。

成果主導型でなく、「好き」駆動型

〇多様な共創プロジェクトの発生
教室環境・探究的な学びと評価・学校図書館・基礎学力・学校の居心地・キャリア教育・VR/AR・
ゲーミフィケーション・教員の魅力

〇企業からの多様なリソース提供
5Gレベルのネット環境整備・教室へのICT機器の導入・VRゴーグル・電子書籍システム・AIドリ
ル教材・ゲーム教材等

〇学校内共創空間整備

〇明確な成果目標や計画を立てるPDCAサイクルでなく、参
加者各人の課題意識を明らかにしながら試行錯誤を繰り返
すOODAループで研究開発を進める。

〇明確な成果目標でなくプロジェクト全体のビジョンを共有
する。

〇予算を計上せず、必要な時に必要なリソース
や予算を参加者自身が獲得する。

〇附属学校でのみ実装可能な最先端のソリューションではな
く、公教育への普及可能性を担保して研究開発を進める。



未来の学校 企業からいただいたリソース

〇NTT東日本 ： 小中、各１教室への個別のネットの引き込みとWi－Fi6の導入によるネット環境整備

〇PICOジャパン ： VRヘッドマウントディスプレイPICO20台

〇内田洋行 ： 小学校1室へのICT機器の導入の基盤となる仕組みの導入

〇SONY ： 大型ディスプレイレンタル ・ 学校内ラーニングコモンズ、制作スタジオの機材レンタル

〇NEC ： 教育データのAI分析実施

〇FIVE for ： VR体験会の実施

〇ポプラ社 ： 電子書籍システムの導入

〇AFLO ： 写真データアーカイブの活用

〇NTT西日本 ： VR教材の放映システムの活用

〇モノグサ株式会社 ： AIドリルアプリの活用

〇博報堂 ： ヴィジョン作成 ・ ロゴ作成

○SOLIZE株式会社 ： VRを活用した理科教材の開発

先生方とチームになってくれる人材を出してくださることが一番のリソースの提供



PC室をに共創空間にリニューアルしました！

中学生と教員と
コクヨさんでレイ
アウトや家具の選
定をしました。

学校を共創空間に



公教育に実装可能なICTを導入した教室モデル

表題 未来の学校プロジェクト 学校と企業の協働による “SUGOI部屋“ 協創と活用の取り組み

未来の教室環境＆普及可能なパッケージを目指す情報活用のための“最先端”かつ“使いやすい環境”をつくる

“SUGOI部屋“一番の特長は壁を埋めつくす

巨大スクリーン。圧倒的な情報量を活かし
たオンライン授業では、農家さんとの交流
を通してフードロス問題に迫り、人権が脅
かされている子どもたちが通うタイの学校
との交流では経済問題に迫りました。また、
GIGAスクール端末を活用し、子どもたちの

考えを画面いっぱいに表示して共有する事
も可能。最先端の環境を使いながら、投影
装置や音響設備、使用するソフト等の使い
勝手を企業にフィードバックし、随時アッ
プデートする事で、最先端かつ使いやすい
環境での授業提案が続けられています。

情報共有ソフトの活用



(ア) 社会との共創
学校の共創空間化のモデルの開発と普及

(イ) 個別最適化
誰一人取り残すことなく皆で支える学びのモデルの開発と普及

（ウ） 教育のDX
学校と教育のDXのモデルと普及

【プロジェクト第２期の方向性】

「未来の学校 みんなで創ろう。Project」の仕組みに参加するチーム拡充
（教育委員会・現場教員・大学・企業など法人・保護者・卒業生）



テーマ 企業（仮） 他地域

社会共創
○学校内共創空間のモデル開発
○学校内でサードパーソンとの共創
のモデル開発

【共創空間】コクヨ株式会社・株式会社カモマン・株式会社出
島プランニング・株式会社博報堂・株式会社ジョルテ・
Mistletoe Japan合同会社・ソニーマーケティング・一般社
団法人コペルニク・ジャパン
【キャリア教育】リクルート・NPO法人xTReeE
【居心地】ジブラルタ生命保険株式会社・NECネッツエスア
イ・凸版印刷株式会社

宮﨑県延岡市
福島県矢祭町
岡山県津山市
岩手県山田町

個別最適化

○義務教育における、誰一人取り残す
ことのない学びを保証する学校教育
○上記を可能にする社会システムの
モデル開発

【誰一人取り残さない】学研教育みらい・授業研究グローバル
サービス・認定特定非営利活動法人Teach For Japan
【ゲーミフィケーション】NPO法人 アクセプションズ・株式会
社FUNDARD・日本文教出版株式会社

岡山県津山市
岩手県山田町

教育のDX

○GAGAスクール時代の学校空間の
モデル開発
○GAGAスクール時代のICTの教育
への導入
○探究的な学びとEポートフォリオ
〇学習成果のデジタルアーカイブ
○データ駆動型の評価のモデル開発
○メタバース道徳

【教室空間】株式会社内田洋行・東日本電信電話株式会社・ソ
ニーマーケティング・エプソン販売
【VR/AR】 SOLIZE株式会社・Pico Technology Japan
株式会社・株式会社ナディア
【デジタルアーカイブ・ポートフォリオ】株式会社ポプラ社・株
式会社アフロ
【データ駆動】株式会社JMC・株式会社カナメプロジェクト
【メタバース道徳】ソライズ

岡山県津山市
岩手県山田町

【第２期のチーム構成】



【プロジェクト第２期 参加法人等】

舞台 東京学芸大学附属竹早幼稚園舎・小学校・中学校
岩手県山田町・岡山県津山市・福島県矢祭町・宮崎県延岡市

チーム 一般社団法人あそび庁 ・ 株式会社アフロ ・ 株式会社内田洋行 ・ NECネッツエスアイ株式会社 ・ 株式会社
NDH ・ エプソン販売株式会社 ・ 株式会社カモマン ・ NPO法人xTReeE ・ ケニス株式会社 ・ コクヨ株
式会社 ・ 一般社団法人コペルニク・ジャパン ・ 株式会社JMC ・ 株式会社ＪＶＣケンウッド ・ ジブラルタ生
命保険株式会社 ・ 授業研究グローバルサービス ・ 株式会社ジョルテ ・ 株式会社SPLYZA ・ ソニーマーケ
ティング株式会社 ・ SOLIZE株式会社 ・ 認定特定非営利活動法人Teach For Japan ・ 株式会社出島プ
ランニング ・ 凸版印刷株式会社 ・ 株式会社ナディア ・ 日本文教出版株式会社 ・ 株式会社博報堂 ・
Pico Technology Japan株式会社 ・ 株式会社FUNDARD ・ 株式会社ポプラ社 ・ Mistletoe Japan
合同会社 ・ 株式会社リクルート

岩手県山田町教育委員会・岡山県津山市教育委員会・福島県矢祭町教育委員会・宮崎県延岡市



第2期 未来の学校 みんなで創ろう。PROJECT
が掲げている

３つのテーマについて



(ア) 社会との共創
学校の共創空間化のモデルの開発と普及

(イ) 個別最適化
誰一人取り残すことなく皆で支える学びのモデルの開発と普及

（ウ） 教育のDX
学校と教育のDXのモデルと普及

【プロジェクト第２期の方向性】

「未来の学校 みんなで創ろう。Project」の仕組みに参加するチーム拡充
（教育委員会・現場教員・大学・企業など法人・保護者・卒業生）



個別最適化

「誰もが同じではないという当たり前」」



https://illusion-
forum.ilab.ntt.co.jp/rabbit-and-

duck/index.html

https://illusion-forum.ilab.ntt.co.jp/rabbit-and-duck/index.html
https://illusion-forum.ilab.ntt.co.jp/rabbit-and-duck/index.html
https://illusion-forum.ilab.ntt.co.jp/rabbit-and-duck/index.html


https://illusion-
forum.ilab.ntt.co.jp/life/index.html

https://illusion-forum.ilab.ntt.co.jp/life/index.html
https://illusion-forum.ilab.ntt.co.jp/life/index.html


個別な認知

事実や現実に相対した時
事実や現実の捉え方は

一人一人違う

という
当たり前を
再認識する



指導の個別化

ある児童の悩み ： 計算は間違えないんだけど、時間がかかってテストが時間内に終えられない。

見取り : 実際に児童が計算しているのを見てみる。
            児童に自分がどう計算しているか説明させてみる。 等

この児童の
この学習内容について
どのような指導を
したらいいのか？

＝ 指導の個別化

【問題】 ４５６ ÷ ６ ＝ ？

【児童生徒のアプローチ】
① ４５６ ÷ ６ ＝ ？
② ６×５＝３０ 45は30より大きいから、次
③ ６×６＝３６ ４５は３６より大きいから、次
④ ６×７＝４２ ４５は４２より大きいから、次
⑤ ６×８＝４８ ４５は４８より小さいから、
⑥ まず「７」だ！
⑦ ４５から４２をひいて３だから、３６か
⑧ ６×５＝30 ３６は３０より大きいから、次
⑨ ６×６＝３６ お、３６はぴったりだから
⑩ 76だ！



児童生徒
の個別の
認知

一斉に
与えられる
刺激

教員による
児童生徒
の個別の
認知の
見取り

個別の
指導

事前に多様な指導方法を準
備しておくことだけが指導
の個別化ではなく、
（そもそもすべての個別に事前に対応する
ことは困難では？）

児童生徒の個別の理解を見取って、
その児童生徒の理解に対応した指導
を考えていくことも指導の個別化

事前に児童生徒の状況を見
取りいくつかの指導方法、学
習方法を準備しておくが、

常に、児童生徒の理解を見取り、
変化させていく必要がある。

見取りを基盤とした指導の個別化



「指導の個別化」について基本に立ち返った際の観点

児童生徒の学習状況が見取れるていることが
指導の個別化の前提

見取りによる
指導の個別化の為の指導計画の変更



おばあちゃんにレコードをもらった。

あなたならどうしますか？



学習の個性化

おばあちゃんに
レコードを
もらった

レコードプレイヤーって
つくれないかな？

レコードプレイヤーはどうしたら買えるかな？
どこにいけばレコード聞けるかな？
部屋のインテリアにいいかな？
オークションに出したらいくらで売れるかな？



個別な問い

事実や現実に相対した時
生まれてくる「問い」は

一人一人違う

という
当たり前を再認識する



児童生徒
の個別の
問い

一斉に
与えられる
刺激

教員による
児童生徒の
個別の
問いの
見取り

個別の
支援

決まった方法で、正解に向かって探究していくのでは
学習の個別化は達成されない。

児童生徒一人一人の中に生まれた「問い」を
引き出して（言語化）、

その「問い」を探究、問題解決していくこと
（それを支援していくこと）

が、学習の個性化

見取りを基盤とした学習の個性化



学習の個性化について基本に立ち返った際の観点

児童生徒がどのような問いを持ったのか
が見取れていることが学習の個性化の前提

見取りによる
個別の問いに対する個別の環境設定等の支援



学習の個性化について基本に立ち返った際の観点

児童生徒がどのような問いを持ったのか
が見取れていることが学習の個性化の前提

見取りによる
個別の問いに対する個別の環境設定等の支援

児童生徒の学習状況が見取れるていることが
指導の個別化の前提

見取りによる
指導の個別化の為の指導計画の変更



個別最適化した学びを実現するためテクノロジーの活用の視点

指導を個別化や学びの個性化を進めるため基盤は
子ども達の状況の見取り

子ども達の状況の見取りのための
デジタルデータの収集とデータの分析

データ駆動型の個別最適化



テストや記述の評価のデータ分析

中学2年生の社会の記述の評価点とテストの点数 記述の評価点とテスト
の点数に強い相関は

見られず

テストはできるけど記
述ができない児童生徒、
記述はできるけどテス
トでは点が取れない児

童生徒を特定

それぞれの児童生徒に
対しての

個別の指導が可能になる

クラス、学年単位の少量のデータでも外れ値に注目す
ることでアラームの感知や個別の指導が可能になる。

平均点を指標にするのではなく、例えば7割を下回っ
ている児童の生徒数を指標にする。



テスト以外の学習の見取りの可能性



テスト以外の学習の見取りの可能性



テスト以外の学習の見取りの可能性



テスト以外の学習の見取りの可能性



テスト以外の学習の見取りの可能性

質問、生徒の回答、AIによる点数付け及びコメントの例



テスト以外の学習の見取りの可能性

質問、生徒の回答、AIによる点数付け及びコメントの例



テスト以外の学習の見取りの可能性



テスト以外の学習の見取りの可能性



テスト以外の学習の見取りの可能性



テスト以外の学習の見取りの可能性



テスト以外の学習の見取りの可能性

発話・音声データからのフィードバックの例



テスト以外の学習の見取りの可能性



共創空間化

「主体的で協働的な学びの実現には」



教科教育を中心に
教員の授業で

子ども達が深めていく。

コンテンツの獲得とコンピテンシーの育成の両立

※学力をあげるのであれば、
教員の授業力を高めることが最も効果的

学びの個性化

主体的・対話的で深い学び

探究学習

指導と評価の一体化



学校における個別最適化
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（公教育）

唯一学習内容がない
総合的な学習の時間

に対しての
全学的な取り組み



学校教育に関して決められていること

何を 国が決めた学習内容を

どこで 国が設置基準を決めた学校で

誰が 教員免許を取得した教員が

誰に 学齢期の児童生徒に

時間 国が決めた時間内で

評価 国が決めた評価方法で

※「どのように」すら。。。



教科教育を中心に
教員の授業で

子ども達が深めていく。

指導の個別化はMUST

※学力をあげるのであれば、
教員の授業力を高めることが最も効果的

学習指導要領で決められた
学習内容を

学力として定着させる
ことは

学校の最重要ミッション

指導を個別化し
誰一人取り残さない
学びを実践するのは
学校にとってのMUST



日本の子ども達の学力

2023年12月5日 21時00分配信

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20231205/k10014278531000.html



教科教育を中心に
教員の授業で

子ども達が深めていく。

コンテンツの獲得とコンピテンシーの育成の両立

※学力をあげるのであれば、
教員の授業力を高めることが最も効果的

学びの個性化

主体的・対話的で深い学び

探究学習

指導と評価の一体化



子ども達の学び
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教科教育を起点とした学びの個性化
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世界の目次を
見せる 新たな「問い」

の発生
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教科教育

STEAM
活動

学
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の
個
性
化

探究的な
活動

主体的な学び
総合的な学習の時間

学校教育から生まれる主体的な学び 世界の目次を見せる／好奇心の起動
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子どもの学びを最大限優先しながら
地域の大人も一緒に学ぶ

「チーム 学び」
「大人も部活動！」

チーム学び 大人も部活動

探究的な
活動

STEAM
活動

学
習
の
個
性
化

放課後の学び
部活動

主体的な学び
総合的な学習の時間



法則化、標準化するのやめませんか？

学校を完成させるのやめませんか？



法則化、標準化するのやめませんか？

学習指導
要領施行

事例収集

分析

法則化

標準化

学習指導
要領改訂

N=∞ N＝１



文部科学省が描く学校のDX推進と学びのコモンズ化

※「新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について」中間報告（文科省）

新
し
い
学
校
の
建
築
、
長
寿
命
化
が
求
め
れ
ら
れ
て
い
る



CO-SHAの取り組み



学校を完成させるのやめませんか？

子ども達も含め、
みんなで学校について対話

新しい学校を完成させる

新しい子どもと先生が
入ってくる

去年つくった学校に慣れる

何か面白い事やりたくて
イベントをする

祭りになる

祭りが伝統化して
変えちゃいけないことになる

祭りが
伝統として保護される

曲ができる

レコーディングする

メンバーを変えて
ライブで演奏する

全然違う曲になる

毎年更新されていくN＝１



法則化、標準化するのやめませんか？

学校を完成させるのやめませんか？

個別最適化
「誰もが同じではないという当たり前」」

N=∞

N=1



「たった一つの理想の学校」はないし、「学校創造にゴール」はない

社会システムには完成形はなく
常にその時、その場、その環境に応じて変化させていくものである
社会システムの一つである学校も変化させ その結果を見ながら

常に創り続けていくものだと考える

今この瞬間にここでうまくいったソリューションが
明日ここでうまくいくとは限らないし
あそこでうまくいくとも限らない

昨日どこかにいた誰かが創ったソリューションでなく
今ここにいる自分たちでソリューションを創る

「未来の学校 みんなで創ろう。PROJECT」の基本的な仕組みは
「みんなで」と「好きに、挑む」

「未来の学校 みんなで創ろう。PROJECT」の成果は
PROJECT自体であり、それを継続させる仕組み

是非、仲間を集め、自分の好きに、挑んで、学校を創り続けてください



“未来の学校みんなで創ろうPROJECT”提言書100人輪読会

第1期未来の学校みんなで創ろう。PROJECTを受けて、

事務局で提言書をつくりました。

提言書をお読みいただいた方と議論をしていく、

100人輪読会を始めました！

（100人輪読会サイト）

（提言書）



“未来の学校みんなで創ろう。 Ongoing” 企画

企画はいたってシンプルです。

「未来の学校みんなで創ろう。」としている

日本中の、世界中のたくさんの授業や学校取り組みを

取材させて頂き、

（東京学芸大学公式記事配信サイト）

で、記事として配信、

「未来の学校みんで創ろう。」の仲間として、

右のロゴデータとステッカーをプレゼントしていきます！



“未来の学校みんなで創ろう。 Ongoing CONFERENCE 

「未来の学校みんなで創ろう。」としている、
日本・世界中のOngoingな取り組みについて、
その関係者が一同に集い、語り、
さらなる一歩を踏み出すためのイベントです。

ナレッジシェア
それぞれが挑戦している中で得た知見を、オープンにシェアします

セレンディピティ
次なる思考・行動を生み出すための偶発的な出会いを大切にします

ネットワーキング
挑戦者同士の繋がりを創出し、さらなるきっかけを生み出します

「Ongoing! CONFERENCE」開催趣旨



開催概要（案）

• ■日時

• 第1回 2024年7月上旬～8月中旬

• 3か月に1回程度

• ■会場案

• いろんな共創空間

• ■コンテンツ

• ・開会宣言

• ・On going!  Presentation #1（15min+5min）

• ・On going!  Presentation #2（15min+5min）

• ・On going!  Presentation #3（15min+5min）

• …

• ・閉会宣言

• ・AFTER PARTY

• ■会費

• 頂く予定。（投銭？）
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